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増田俊明先生をおくる

理学部地球科学科教授・増田俊明先生は平成29年3月をもって定年を迎えられました．
増田先生は，昭和26年4月27日に東京都に生まれ，昭和49年3月東京大学理学部を卒業，同51年3月東京

大学大学院理学系研究科修士課程を修了，同54年3月東京大学大学院理学系研究科博士課程を修了し，東京
大学より理学博士を授与されました．昭和54年4月東京大学理学部助手に採用され，同57年10月静岡大学
理学部助手に転任，平成2年4月助教授に昇任，同9年4月静岡大学理学部教授に昇任し，この度の退職を迎
えられるまで一貫して構造地質学，構造岩石学の教育と研究に努められました．

研究においては，変形変成岩の微細構造発達過程に固体物理学と流体力学の理論を取り入れられて，岩石
の物理的性質を定量的に理解する礎を築かれました．これまでの主要な研究としては，変形変成岩の石英組
織と歪速度の関係に関する実験研究，高圧及び超高圧変成岩の柱状鉱物に発達するマイクロブーディン組織
と差応力に関する理論研究，マイロナイトなどの変形岩に発達する斑状組織の非対称構造の成因に関する流
体力学による理論研究，変形変成岩に発達する線構造に関する理論研究，石英結晶のナノスケールにおける
結晶構造歪に関する実験研究等があげられます．これらの研究分野の多くは，その後マイクロテクトニクス
として確立されましたが，増田先生の業績の大半が先駆的な研究として国内外で高く評価されています．こ
れらの研究活動と並行して平成16年から平成18年まで構造地質研究会の会長を務められた他，学部生向け
に地質学における力学の重要性を平易な表現で解説した教科書「はじめての応力」を出版されるなど，構造
地質学と構造岩石学の発展に貢献されました．

増田先生は学内行政にも深く携わられました．生物地球環境科学科の学科長時代に平成19年4月の国立大
学法人への移行に伴って実施された学科改組に取り組まれ，現在の地球科学科の設立に大きく貢献されまし
た．平成19年から理学部評議員を2年，その後理学部副学部長を2年勤められ，平成23年から静岡大学理学
部長として平成26年まで理学部と大学院理学研究科の運営を取り仕切られました．さらに，平成22年から
防災総合センターのセンター長を兼任され，東日本大震災などの自然災害に対する現地調査体制の構築や将
来の東海地震の際に活躍が期待される防災マイスター制度の導入など，地域社会との連携にも大きな貢献を
果たされました．

増田先生のいつもユーモアを感じさせる味のある物言いと醸し出されるなんとも言いがたい和やかな雰囲
気を多くの同僚や学生達はいつまでも忘れないことでしょう．このたびの増田俊明先生のご退職はまことに
残念でありますが，かつて直接指導を受けた一学徒としてこのような立場で先生のご定年をお迎えしたこと
を感慨深く思っています．今後のますますのご活躍とご健康を祈願して，おくる言葉とさせていただきます．

2017年3月

理学部地球科学科　
学科長　道林　克禎
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増田俊明先生の略歴

学　歴
昭和47年５月	 東京大学教養部修了

49年３月	 東京大学理学部卒業
49年４月	 東京大学大学院理学系研究科修士課程入学
51年３月	 東京大学大学院理学系研究科修士課程修了
51年４月	 東京大学大学院理学系研究科博士課程入学
54年３月	 東京大学大学院理学系研究科博士課程修了

職　歴
昭和54年４月	 東京大学助手理学部

57年10月	 静岡大学助手理学部
平成２年４月	 静岡大学助教授理学部

９年４月	 静岡大学教授理学部
21年４月	 防災総合センター教授兼務
29年３月	 定年退職

学　位
理学博士（東京大学）昭和54年３月29日
論 文 名 　 Microstructural sequence in quartz schist-Field evidence in the Sambagawa metamorphic belt and 

experimental simulation of the microstructural development under high temperature and high pressure

表　彰
静岡大学永年勤続者表彰　平成11年11月
静岡大学卓越研究者（平成27年）

学内における活動
平成13年４月　理学部教務委員長（平成14年３月まで）

14年４月　学長補佐（平成15年３月まで）
15年４月　理学部生物地球環境科学科長（平成18年３月まで）
18年４月　理学部地球科学科長（平成19年３月まで）
19年４月　理学部評議員（平成21年３月まで）
19年４月　理学部施設マネジメントWG委員長（平成22年３月まで）
21年４月　理学部副学部長（平成23年３月まで）
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22年４月　防災総合センター長（平成29年３月まで）
23年４月　理学部長（平成25年３月まで）
25年４月　理学研究科長（平成26年９月まで）
26年４月　理学部附属放射科学研究施設長兼務（同上）
27年１月　静岡大学卓越研究者（平成28年まで）
28年３月　サイエンスカフェ店長（平成29年２月まで）

非常勤講師
熊本大学，九州大学，広島大学，神戸大学，名古屋大学，富山大学，東京大学，新潟大学，金沢大学，
千葉大学

所属学会
日本地質学会，日本地震学会

学会・社会における活動
平成16年４月　構造地質研究会 会長（18年３月まで）

24年１月　名古屋大学減災連携研究センター社会連携推進会議委員（平成29年３月まで）
25年１月　静岡市防災会議津波対策検討専門委員（25年９月まで）
25年４月　静岡県ボランティアネットワーク委員会（27年３月まで）
25年８月　「ひらめき☆ときめきサイエンス」事業推進委員会委員（29年11月まで）
25年８月　特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員（29年７月まで）
26年４月　静岡県防災・原子力学術会議地震・火山対策分科会委員（30年３月まで）
26年７月　静岡県総合計画審議会委員（29年３月まで）
26年12月　静岡県防災会議委員（30年10月まで）
27年２月　ふじのくに地域・大学コンソーシアム委員（28年３月まで）
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